

























































































れわれがある道具を認知するときに、 「clawhammer→ hammer→ tool→ object→ thing」の順









































































































































2) 例えば、 「葵はよく働いている」 「葵は一生懸命に踊っている」 「葵がすることは歌う






















































第2節ですでに述べた「thing→object→ tool→ hammer→ claw hammer」と同様に、中間構
文も「生物→動物→哺乳類→人間→女性→花子」のようにカテゴリの連続体のなかで、右側
のカテゴリー指向性をもつと考えることができる。もし、 「子供はよくあばれる」 「旦那は
























































































































































































ー」 『駿河台大学論叢』 15、pp.95-116. 
本多啓(1998) 「再び英語の中間構文について」 『駿河台大学論叢』 18、pp.137-156. 
本多啓(2013)『アフォーダンスの認知意味論』東京大学出版会、 pp.1-331. 
（韓国啓明大学人文国際大学日本語文学科、副教授、 hojae@kmu.ac.kr) 
On the Study of the Middle Construction in Japanese through on basic viewpoint of 
Cognitive Grammar(by Cheon, Ho-Jaee) 
-29-
